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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,09 44,11 +0,02 41,39 +2,72

USD / BRL Spot BRL 2,2317 2,2455 +0,0138 2,3799 -0,1344

USD / JPY Spot JPY 98,43 98,99 +0,56 98,51 +0,48

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.261 53.783 -478 51.429 +2.354

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 162,7 168,1 +5,4 199,5 -31,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,44 11,57 +0,13 11,63 -0,06

DI Future Apr14（金利先物） % 9,50 9,55 +0,05 9,58 -0,03

3 Months US Dollar Libor % 0,248 0,248 +0,000 0,262 -0,014

CRB Index（国際商品指数） Index 285,9 286,8 +0,9 292,9 -6,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は米緩和策縮小への思惑からドル高レアル安となる展開でした。朝方は、
８月の失業率が５．３％と市場予想を下回ったため前日比レアル高の２．２２台後半で始まりましたが、
米国の新規失業保険申請件数が市場予想より低かったため米緩和策縮小への楽観的な見通しが台頭
してドルは反転上昇となりました。２．２３台へ乗せた後もドル買い圧力は終日残り、結局２．２４台半ばで
引けています。

ドルレアル相場は連日でレアル下落となり、ＦＯＭＣ後のレアル上昇分を失う形となりました。いずれも
債務上限協議や緩和策縮小への懸念など米国要因によってドル高レアル安になったとされていますが、
ＦＯＭＣで緩和策縮小が見送られても持続的にレアル買いを進めるほどレアルへの信認が高まって
いない状態を表していると思います。今朝発表された９月中旬までの総合インフレ指標ＩＧＰ－Ｍは前月
比１．５０％増と市場予想の１．４５％増を上回りました。９月上旬までの数字同様、生産者物価の上昇が
目立っており、最終消費者へのレアル安の影響を抑える中銀の行動が重要となるでしょう。
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